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【公表番号】特表2016-532605(P2016-532605A)
【公表日】平成28年10月20日(2016.10.20)
【年通号数】公開・登録公報2016-060
【出願番号】特願2016-524907(P2016-524907)
【国際特許分類】
   Ｂ６５Ｄ  77/06     (2006.01)
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【手続補正書】
【提出日】平成29年4月6日(2017.4.6)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　流動体保持用の内袋を備えた流動体の大量取扱用のマニホールド構造体であって、前記
内袋の内部に配置されたマニホールド部材を備え、前記内袋は、内袋内に流動体を流し込
むことができる流入口と、内袋内から流動体を排出できる排出口を備え、内袋の流動体に
圧力をかけて前記流出口から強制的に流出させ、内袋の残留物を減少させるように構成さ
れていることを特徴とするマニホールド構造体。
【請求項２】
　流動体を排出もしくは移し替える際に、袋内の残留量を減少させるように構成されてい
ることを特徴とする請求項１に記載のマニホールド構造体。
【請求項３】
　流動体の移し替えの際に折り畳まれた素材を開放された状態に保ち、最終段階でポンプ
がマニホールドを経由し残留物を吸い出し、それにより袋内の残留量を減らすように構成
されていることを特徴とする請求項１または２に記載のマニホールド構造体。
【請求項４】
　前記内袋を囲むように配置された周囲部材が、周囲部材と内袋の間に少なくとも一つの
エアポケットもしくは通気区画を形成し、そのポケットは、ポケット内に空気を流入させ
ることにより内袋に圧力をかけて、流動体を排出口から強制的に排出するための空気導入
口を備えることを特徴とする先行する請求項の何れか１項に記載のマニホールド構造体。
【請求項５】
　内袋に差し込まれ、固定されていない装置であることを特徴とする先行する請求項の何
れか１項に記載のマニホールド構造体。
【請求項６】
　周辺部材は、７つのエアポケットもしくは通気区画を持つことを特徴とする請求項４か
ら５の何れか１項に記載のマニホールド構造体。
【請求項７】
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　流動体の大量取扱いのために、外箱もしくはコンテナの内部に配置されるように構成さ
れたパッケージング構造体であって、
（ａ）流動体を保持するのに適し、流動体が流し込まれる流入口と、流動体が排出される
排出口を持つ内袋と、
（ｂ）内袋を囲むとともに、周囲部材と内袋の間に少なくとも一つのエアポケットもしく
は通気区画を成形するのに適した周辺部材を備え、そのポケットは、ポケット内に空気を
流入させることにより内袋に圧力をかけ、流動体を排出口から強制的に排出するための空
気導入口を備え、
（ｃ）内袋の内部に配置され、流動体が排出口から強制的に排出されることを助け、それ
によって内袋の残留量を少なくするマニホールド構造体と、を備えることを特徴とするパ
ッケージング構造体。
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